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よ
う
や
く
梅
雨
が
あ
け
、
猛
暑
の

夏
が
や
っ
て
き
ま
し
た
。
一
段
と

緑
が
濃
く
な
っ
た
水
田
は
、
一
面

に
緑
の
絨
毯
（
じ
ゅ
う
た
ん
）
を

敷
き
詰
め
た
よ
う
で
、
風
が
吹
く

と
稲
の
葉
が
揺
れ
て
青
い
波
が
押
し
寄
せ

て
く
る
よ
う
で
す
▼
「
二
斗
五
升
語
り
伝

え
よ
稲
の
波
」
こ
れ
は
江
戸
時
代
の
貞
享

(

じ
ょ
う
き
ょ
う)

三
年
（
１
６
８
６
年
）

松
本
藩
で
起
き
た
貞
享
騒
動
と
い
わ
れ
る

百
姓
一
揆
を
後
世
に
伝
え
る
柿
本
芳
月
の

句
で
、
安
曇
野
市
三
郷
の
貞
享
義
民
社

（
加
助
神
社
）
の
境
内
に
そ
の
句
碑
が
あ

り
ま
す
▼
高
遠
藩
な
ど
の
年
貢
は
一
俵
が

二
斗
五
升
挽
き
な
の
に
、
松
本
藩
で
は
三

斗
五
升
挽
き
と
い
う
苛
酷
な
年
貢
を
農
民

に
課
し
ま
し
た
。
民
百
姓
の
あ
ま
り
の
窮

状
に
、
中
萱
村
の
庄
屋
、
多
田
加
助
ら
が

年
貢
の
減
免
な
ど
を
訴
え
出
る
と
、
一
万

人
余
の
農
民
も
松
本
城
下
に
押
し
寄
せ
ま

し
た
。
松
本
藩
は
一
旦
訴
え
を
認
め
な
が

ら
、
後
日
、
加
助
ら
を
捕
ま
え
て
極
刑
に

し
て
し
ま
い
ま
す
。
加
助
は
「
皆
の
衆
、

二
斗
五
升
だ
ぞ
！
」
と
絶
叫
し
な
が
ら
息

絶
え
た
と
伝
え
ら
れ
て
い
ま
す
▼
こ
の
話

は
農
民
の
間
で
代
々
語
り
継
が
れ
、
明
治

時
代
の
松
沢
求
策
ら
の
自
由
民
権
運
動
へ

と
つ
な
が
っ
て
、
長
野
県
の
進
歩
と
革
新

の
伝
統
を
形
作
っ
て
い
き
ま
し
た
▼
さ
て

今
の
世
は
、
有
権
者
が
そ
の
気
に
さ
え
な

れ
ば
、
総
理
大
臣
で
も
県
知
事
で
も

取
り
替
え
る
こ
と
が
で
き
る
時
代
で

す
。
悪
政
続
き
の
こ
の
ご
時
世
、
江

戸
時
代
の
農
民
の
勇
気
を
受
け
継
い

で
、
私
た
ち
も
世
直
し
の
行
動
に
立

ち
上
が
り
ま
し
ょ
う
。
県
知
事
選
の

投
票
日
は
八
月
十
日
で
す
。

（
Ｗ
）

地 蜂

８
月
10
日
投
票
の
県
知
事
選
挙
は

現
職
に
対
し
、
日
本
共
産
党
が
推
薦

の
新
人
候
補
（
信
州
大
学
名
誉
教
授
・

農
学
博
士
）
は
、
「
３
つ
の
県
政
の

転
換
・
５
つ
の
重
点
公
約
」
と
「
県

民
の
命
と
く
ら
し
を
守
る
た
め
、
県

政
の
転
換
と
国
の
政
治
を
変
え
る
絶

好
の
機
会
と
し
て
全
力
で
た
た
か
う
」

こ
と
を
力
強
く
語
り
、
支
持
を
訴
え

て
い
ま
す
。

①
大
型
公
共
事
業
優
先
・
福
祉
医
療

の
後
進
県
か
ら
県
民
の
く
ら
し
第
一

の
県
政
へ
②
「
安
倍
暴
走
政
治
ス
ト
ッ

プ
」
を
信
州
か
ら
全
国
へ
③
県
民
不

在
の
相
乗
り
・
利
権
県
政
の
復
活
を

許
さ
ず
、
県
民
の
声
が
届
く
県
政
へ
、

と
大
き
く
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

①
国
保
税
軽
減
、
特
養
５
千
人
待

機
者
ゼ
ロ
に
②
子
ど
も
と
障
が
い
者

の
医
療
費
を
窓
口
無
料
に
③
正
規
の

雇
用
を
ふ
や
し
、
正
社
員
が
当
た
り

前
の
社
会
を
。
最
低
賃
金
を
時
給
千

円
に
、
中
小
企
業
を
守
る
④
農
業
、

林
業
と
観
光
を
結
ん
だ
地
域
づ
く
り
、

防
災
対
策
⑤
原
発
ゼ
ロ
へ
、
長
野
県

を
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
先
進
県
に
ー
の

５
点
を
掲
げ
て
い
ま
す
。

20
日
、
安
曇
野
で
行
わ
れ
た
集
会

に
参
加
し
た
伊
那
の
60
代
女
性
は

「
新
人
の
候
補
が
県
民
に
責
任
を
も

つ
姿
勢
や
意
気
込
み
、
政
策
の
訴
え

に
感
動
し
ま
し
た
。
素
晴
ら
し
い
候

補
で
す
ね
。
多
く
の
人
に
支
持
を
広

げ
ま
す
」
と
、
30
代
男
性
は
「
選
挙

の
関
心
が
高
い
の
で
チ
ャ
ン
ス
を
生

か
し
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。
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くらし第一へ長野県政の転換を

７
月
１
日
、
集
団
的
自
衛
権
行

使
容
認
の
閣
議
決
定
後
、
日
本
は
、

戦
争
か
、
平
和
か
の
歴
史
的
岐
路

に
立
た
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
安
倍
の
暴
挙
は
許
さ
な
い
！
」

「
九
条
を
壊
す
な
！
」
の
怒
り
が

全
国
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
当
地

で

も
、

居

て
も

立

っ
て

も

い
ら

れ

な
い

と

駒
ヶ

根

か
ら

国

会
行

動

に
か

け

つ
け

た
り
、
反
戦
へ
の
思
い
か
ら
「
伊

那
谷
九
条
の
会
」
設
立
を
決
意
し

た
人
、
竜
東
地
区
か
ら
も
「
九
条

の
会
を
」
と
行
動
を
開
始
し
た
人
々
、

平
和
の
た
め
の
講
演
会
を
準
備
し

て
い
る
手
良
九
条
の
会
や
、
長
谷

で
戦
争
を
さ
せ
な
い
た
め
の
運
動

づ
く
り
が
開
始
さ
れ
て
い
ま
す
。

美
篶
や
東
春
近
九
条
の
会
で
は

戦
争
に
関
す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
視
聴
会
、

語
る
会
、
学
習
会
な
ど
が
行
わ
れ
、

伊
那
市
連
絡
会
に
結
集
し
た
活
動

が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

戦
争
す
る
国
に
す
る
な
、
解
釈

で
憲
法
を
壊
す
な
―
の
一
点
で
世

論
と
運
動
が
盛
り
上
が
っ
て
き
て

い
ま
す
。

（
Ｉ
）

県
知
事
選
で
新
人
候
補
が
訴
え

戦
争
す
る
国
づ
く
り
許
さ
な
い
！
―
各
地
で
行
動
の
輪
広
が
る

県
政
の
転
換
で
は

重
点
公
約
と
し
て
は

「
素
晴
ら
し
い
候
補
者
」

7
・
22
「
伊
那
市
平
和
の
集
い
」

で
講
演
す
る
池
上
洋
通
氏
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「
許
せ
な
い
」
が
圧
倒
的
多
数

新
婦
人
伊
那
支
部
シ
ー
ル
投
票

新
婦
人
の
会
伊
那
支
部
は
、
内
閣
が

７
月
１
日
に
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
容

認
を
閣
議
決
定
し
た
こ
と
を
受
け
て
、

14
日
夕
方
、
市
内
の
ス
ー
パ
ー
前
で

「
市
民
の

気
持
ち
や

声
を
聞
き

状
況
を
把

握
し
よ

う
」
と
集

団
的
自
衛

権
行
使
へ

の
賛
否
を

問
う
シ
ー

ル
投
票
を
行
い
ま
し
た
。

投
票
参
加
77
名
中
、
集
団
的
自
衛
権

行
使
に
反
対
が
73
名
、
賛
成
２
名
、
不

明
２
名
で
し
た
。
60
代
の
女
性
は
「
娘

が
自
衛
官
な
の
で
心
配
。
憲
法
で
守
っ

て
ほ
し
い
」
。
女
子
高
生
は
反
対
の
方

に
貼
り
な
が
ら
「
戦
争
は
絶
対
い
や
」

と
表
明
し
て
い
ま
し
た
。

同
会
で
は
「
い
の
ち
を
生
み
出
す
」

女
性
ら
し
く
取
り
組
み
を
強
め
て
い
き

た
い
と
話
し
て
い
ま
す
。

い
て
角
さ
ん
か
ら
説
明
や
報
告
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
参
加
者
か
ら
自
己
紹
介
と

「
９
条
」
な
ど
へ
の
思
い
や
決
意
が
語

ら
れ
交
流
を
深
め
ま
し
た
。
「
戦
争
と

平
和
に
つ
い
て
考
え
、
憲
法
破
壊
・
戦

争
反
対
の
行
動
を
起
こ
そ
う
」
と
の
会

の
目
的
や
趣
旨
、
活
動
と
会
の
運
営
な

ど
に
つ
い
て
協
議
し
、
伊
那
谷
９
条
の

会
設
立
を
全
員
で
確
認
。
同
時
に
、
会
の

代
表
に
角
憲
和
さ
ん
を
選
出
し
ま
し
た
。

今
後
の
行
動
計
画
や
事
務
局
体
制
な

ど
は
、
８
月
９
日
午
前
10
時
「
い
な
っ

せ
」
５
階
で
行
う
２
回
目
の
会
議
で
決

め
る
と
し
ま
し
た
。

８
月
初
旬
の
原
水
禁
世
界
大
会

に
向
け
て
７
月
４
、
５
日
に
行
わ

れ
た
上
伊
那
網
の
目
平
和
大
行
進
。
一

日
目
の
【
中
川
コ
ー
ス
】
は
中
川
村
役

場
か
ら
伊
那
北
駅
ま
で
、
【
長
谷
コ
ー

ス
】
は
長
谷
支
所
か
ら
「
い
な
っ
せ
」

ま
で
。
二
日
目
は
伊
那
北
駅
か
ら
辰
野

役
場
ま
で
行
進
し
ま
し
た
。

雨
が
降
っ
た
り
止
ん
だ
り
の
天
気
で

し
た
が
、
参
加
者
は
延
べ
４
４
０
名
以

上
で
、
昨
年
よ
り
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
沿
道
の
人
た
ち
や
役
場
で
出

迎
え
た
各
首
長
の
関
心
も
高
く
、
安
倍

内
閣
の
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
の
閣

議
決
定
に
よ
る
危
機
感
の
反
映
が
感
じ

ら
れ
ま
し
た
。

戦
争
反
対
、
憲
法
９
条
を
守
れ
！

「
集
団
的
自
衛
権
行
使
容
認
」
Ｎ
Ｏ

７
月
１
日
、
狐
島
に
、
上
伊

那
医
療
生
活
協
同
組
合
の
地
域

総
合
支
援
拠
点
「
生
協
総
合
ケ

ア
セ
ン
タ
ー
い
な
」
が
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。

医
療
、
福
祉
、
介
護
の

連
携
を
図
る
と
と
も
に
、
新
た

に
障
が
い
者
支
援
事
業
に
も
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。
３
階
建
て
、

延
べ
床
面
積
約
２
５
０
０
㎡
。

総
工
費
約
６
億
５
０
０
０
万
円
。

約
６
０
人
の
職
員
が
働
い
て
い

ま
す
。

医
療
や
介
護
に
関
す
る
相
談

窓
口
も
備
え
て
い
る
の
で
、
何
な
り
と

お
気
軽
に
お
電
話
く
だ
さ
い
と
の
こ
と

で
す
。
お
問
い
合
わ
せ
は

電
話

７
７-

０
２
３
７
で
す
。

生協総合ケアセンターいなオープン！

伊那北駅を出発し、南箕輪村役場をめざ

す行進隊（７月５日）

核
兵
器
廃
絶
上
伊
那
網
の
目
平
和
行
進

２０１４

利用者とともにテープカットで

開所を祝う

シール投票行動参加の新婦人のみなさん

伊
那
谷
９
条
の
会
を
設
立

東
春
近
の
角
憲
和
さ
ん

角
さ
ん
は
、
７
月
11
日
の
新
聞
で
「
伊

す
み

那
谷
９
条
の
会
」
設
立
を
呼
び
か
け
ま
し

た
。第

１
回
設
立
会
議
が
19
日
午
前
、
「
い

な
っ
せ
」
で
開
か
れ
、
伊
那
や
飯
田
、
辰

野
な
ど
か
ら
13
人
が
参
加
。
集
会
で
は
、
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誰
が
論
文
を
書
い
た
の
か

建
石
繁
明
〈
14
〉

７
月
15
日
の
朝
日
新
聞
社
会
面
の
37
頁
に
、
「
科
学
論
文
の

不
思
議
、
書
い
て
い
な
く
て
も
著
者
に
な
れ
る
？
」
と
見
出
し

に
あ
り
ま
し
た
。

撤
回
さ
れ
た
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｐ
細
胞
の
論
文
に
、
ふ
さ
わ
し
く
な
い

研
究
者
の
名
前
が
掲
載
さ
れ
た
疑
惑
も
あ
る
と
の
書
き
出
し
で
、

責
任
著
者
や
主
要
著
者
な
ど
、
論
文
に
名
前
を
連
ね
る
人
数
が

極
端
に
多
く
な
る
傾
向
に
あ
り
、
日
本
で
も
04
年
に
薬
の
臨
床

試
験
で
著
者
名
が
２
４
５
８
人
の
論
文
が
発
表
さ
れ
て
い
る
と

あ
り
ま
す
。

旧
聞
に
属
す
る
話
で
す
が
、
助
手
や
講
師
、
助
教
授
が
自
分

の
論
文
を
発
表
す
る
場
合
に
、
研
究
室
が
同
じ
教
授
の
名
前
を

共
著
者
と
し
て
載
せ
な
か
っ
た
と
の
理
由
で
、
他
の
研
究
機
関

や
他
大
学
に
左
遷
さ
れ
た
な
ど
の
話
を
、
度
々
、
聞
か
さ
れ
ま

し
た
。

研
究
者
の
世
界
で
は
、
論
文
の
質
よ
り
も
、
論
文
の
数
が
重

視
さ
れ
る
場
合
も
あ
り
、
連
名
者
の
人
数
が
増
え
る
必
然
性
を
、

矛
盾
と
し
て
持
つ
状
況
が
あ
り
ま
す
。

旧
帝
大
な
ど
が
、
学
閥
を
形
成
し
、
学
閥
を
維
持
す
る
た
め

に
は
、
人
事
の
機
会
に
ポ
ス
ト
（
席
）
を
維
持
、
確
保
す
る
た

め
に
は
、
戦
国
時
代
の
大
名
と
同
様
に
支
配
地
（
植
民
大
学
）

の
拡
張
を
計
り
ま
す
。

研
究
者
と
し
て
生
き
る
に
は
、
博
士
の
資
格
審
査
に
合
格
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
論
文
数
が
基
準
以
上
に

必
要
で
す
。
従
っ
て
、
共
著
者
の
数
も
増
え
ま
す
。

私
の
知
人
の
研
究
者
で
、
１
年
に
論
文
80
報
に
名
を
連
ね
た

先
生
も
い
ま
す
。
論
文
は
「
数
よ
り
質

」
を
ど
う
す
れ
ば
判
断

で
き
る
で
し
ょ
う
か
？

ぷろ
プロ
＆

７
月
13
日
、
上
新
田
公
民
館
で

日
本
共
産
党
伊
那
市
議
団
に
よ
る

市
政
報
告
会
が
行
わ
れ
、
３
名
の

議
員
か
ら
６
月
議
会
で
質
問
し
た

内
容
が
話
さ
れ
ま
し
た
。

前
沢
議
員
か
ら
は
、
「
集
団
的

自
衛
権
行
使
反
対
の
意
見
書
」
採

択
で
は
、
賛
成
が
共
産
党
の
３
人

と
他
の
会
派
３
名
で
否
決
。
市
内

公
共
交
通
の
専
門
委
員
会
委
員
と

な
っ
て
実
態
調
査
を
行
う
こ
と
な

ど
が
。

柳
川
議
員
は
、
先
の
市
長
選
で

保
育
園
は
民
営
化
し
な
い
と
公
約

し
た
の
に
、
統
合
す
る
と
の
市
長

方
針
は
、
公
約
違
反
で
あ
る
こ
と

や
中
央
病
院
は
黒
字
な
の
で
、
差

額
ベ
ッ
ド
代
の
引
き
下
げ
を
求
め

る
こ
と
な
ど
が
。

飯
島
議
員
か
ら
は
、
ゴ
ミ
焼
却

炉
の
問
題
点
と
、
軽
自
動
車
税
の

増
税
が
条
例
案
で
出
さ
れ
、
共
産

党
以
外
の
全
議
員
の
賛
成
で
成
立

し
て
し
ま
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

「
市
民
が
議
会
傍
聴
す
る
こ
と

で
力
に
な
る
」
と
の
言
葉
も
あ
り
、

報
告
会
は
、
「
伊
那
市
議
団
だ
よ

り
」
の
発
行
と
と
も
に
、
市
民
の

た
め
の
市
政
実
現
に
つ
い
て
考
え

る
機
会
と
も
な
り
ま
し
た
。

安
倍
内
閣
は
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
妥
結
を
前
提
に
、

農
業
へ
の
企
業
参
入
や
コ
メ
減
反
廃
止
な

ど
と
一
体
で
、
農
協
・
農
業
委
員
会
つ
ぶ

し
に
乗
り
出
し
て
い
ま
す
。

農
協
に
つ
い
て
は
、
信
用
・
共
済
事
業
を
、
農
協

本
来
の
営
農
事
業
か
ら
分
離
さ
せ
、
総
合
事
業
で
成

り
立
っ
て
い
る
農
協
を
つ
ぶ
そ
う
と
し
て
い
ま
す
。

こ
ん
な
こ
と
を
さ
れ
た
ら
上
伊
那
農
協
は
も
ち
ろ
ん
、

全
国
の
農
協
は
た
ち
ど
こ
ろ
に
経
営
破
た
ん
を
き
た

し
、
農
家
も
地
域
農
業
も
崩
壊
し
ま
す
。

飯
島
光
豊

ま
た
、
農
業
委
員
も
公
選
制
を
廃
止
し
、
農
民
の

意
見
の
公
表
や
建
議
も
業
務
か
ら
除
外
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
農
業
委
員
会
が
、
「
農
家
の

代
表
機
関
」
で
な
く
な
り
、
農
政
の
下
請
け
機
関
に

変
質
し
て
し
ま
い
ま
す
。

私
は
、
一
般
質
問
な
ど
で
、
意
見
書
を
上
げ
る
こ

と
を
農
業
委
員
会
や
農
協
に
は
た
ら
き
か
け
て
き
ま

し
た
。
議
会
は
、
緊
急
事
態
と
し
て
異
例
の
措
置
を

講
じ
、
安
倍
内
閣
に
対
し
、
こ
ん
な
暴
走
を
や
め
る

よ
う
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

党
市
議
団
が
市
政
報
告
会
―
―

６
月
議
会
を
終
え
て

市議の窓

許
せ
ま
せ
ん
！
農
協
・
農
業
委
員
会
つ
ぶ
し

６月議会の報告をする党市議団（前方右から３人）
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人
権
裁
判
の
こ
と

御
園

金
子

洋
子

中
部
電
力
人
権
侵
害
・
思
想
差
別
撤
廃
の
裁
判
闘
争
は
１
９
７
５

年
５
月
、
名
古
屋
地
裁
へ
提
訴
し
て
勝
利
を
勝
ち
取
る
ま
で
22
年
６
ヶ

月
の
長
い
闘
い
で
、
夫
の
友
之
は
原
告
団
90
人
の
一
人
で
し
た
。

会
社
は
共
産
党
員
を
排
除
す
る
た
め
「
会
社
の
意
に
染
ま
な
い
」

劣
性
社
員
と
し
て
賃
金
差
別
、
人
権
侵
害
に
及
ぶ
迫
害
を
行
い
ま
し

た
。
夫
は
会
社
か
ら
厳
し
く
監
視
さ
れ
る
日
々
を
送
っ
て
お
り
ま
し

た
の
で
提
訴
が
決
ま
っ
た
時
、
私
は
目
の
前
が
パ
ア
ッ
ー
と
明
る
く

な
っ
た
こ
と
を
今
で
も
思
い
出
し
ま
す
。

解
雇
さ
れ
た
の
で
は
な
く
会
社
に
在
籍
し
た
ま
ま
会
社
を
訴
え
る
・
・
・
・

な
ど
今
ま
で
き
い
た
こ
と
の
な
い
画
期
的
な
出
来
事
で
し
た
。
10
年
、

頑
張
っ
て
闘
い
抜
け
ば
、
必
ず
勝
利
で
き
る
と
い
う
確
信
の
も
と
で

夫
は
会
議
な
ど
で
頻
繁
に
名
古
屋
へ
と
び
、
ま
た
、
支
援
の
お
願
い

や
、
公
正
裁
判
の
要
請
署
名
を
頂
い
た
こ
と
で
し
た
。

な
に
よ
り
有
り
難
く
思
っ
た
こ
と
は
裁
判
傍
聴
や
要
請
行
動
に
大

勢
の
皆
様
に
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
で
し
た
。
し
か
し
、
会
社

は
裁
判
の
引
き
延
ば
し
を
画
策
し
て
な
か
な
か
進
展
せ
ず
、
10
年
を

過
ぎ
た
頃
に
は
名
古
屋
の
会
社
本
店

ビ
ル
を
見
上
げ
て
、
私
は
「
こ
ん
な

大
き
な
会
社
に
立
ち
向
か
っ
て
勝
て

る
だ
ろ
う
か
・
・
・
」
と
胸
が
痛
く

な
っ
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

裁
判
は
１
９
９
７
年
11
月
、
名
古

屋
高
裁
で
和
解
で
勝
利
を
勝
ち
取
り

ま
し
た
。
大
勢
の
皆
様
の
ご
支
援
の

賜
物
で
し
た
。
改
め
て
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

祭り

随
想

☆ＧＦＰ上伊那

原水爆禁止世界大会ｉｎ広島バスツアー
８月（３日夜出発）４日～６日

☆ さわやかウォーキング
８月９日（土）午前９時５０分

大芝高原屋内運動場西側駐車場集合

主催 上伊那医療生協健康づくり委員会

連絡先 組合員センター（℡79－8702）

☆ 第５回平和音楽祭ｉｎいなっせ
８月１０日（日）午後２時開演

いなっせ６階ホール

入場料 一般７００円 中高生 ２００円

問い合わせ 大場（℡９４－３５９４）

☆ 太陽光発電裁判（スラップ訴訟）
８月２０日（水）午前１１時

於：長野地裁伊那支部（西町）

連絡先 土生田（℡９６－０２２４）
は ぶ た

☆ 党創立記念レセプション
8月２４日（日）午後（時刻・会場未定）

☆ 飯島光豊後援会マレットゴルフ大会
8月３１日（日）午後1時～

東春近マレットゴルフ場

その後の懇親会はＪＡ春富選果場

会費 ２０００円

連絡先 渡辺（７２－４７４８）

市川（７３－２９２８）

☆ 手良９条の会講演会
8月２４日（日）午後７時～

講師 宮下与兵衛氏

手良憩いの家 参加費無料

連絡先 高橋（℡７８－０９４３）

☆「脱原発」いな金行動
毎週金曜日午後６時～いなっせ北側広場

主 催 さよなら原発上伊那の会

連絡先 医療生協組合員センター

「瓜天王」の仮殿
うりてんのう

全国的にも珍しい胡瓜を供える祇園祭「瓜天王」が

今年も７月１４日の夜手良中坪の八幡社で行われた。

なぜ胡瓜を供えるのかは定かでないが、今から６０

０年前の応永年間に村内に疫病が大流行し、そのと

き胡瓜を食べたら治ったからといわれている。

名古屋地裁前で金子友之、洋子夫妻
(１９８９年８月)


